
Ｅ 学校設定科目（３年）

１．課題研究

１．１ 理科課題研究

(1) 研究開発の課題（研究概要）

課題の発見や、仮説の設定、そして結果の考察ま

での探究の過程を生徒自ら実行することにより、生

徒の課題を発見する力や、探究心、主体性の育成を

目指した。

(2) 研究開発の経緯

１年次は夏期課題研究で研究の一連の流れを体験

し、２年次は理科を中心とした「音速の測定」や「ビ

タミンCの熱耐性の研究｣など生徒主導の実験で、探

究の手法を学んだ。３年次は高校３年間の集大成と

して研究の一連の過程を自分たちの手で行った。

(3) 研究開発の内容

ア 仮説（ねらい、目標）

本事業は科学への関心などの「科学リテラシー」や意思・意欲といった「総合人

間力」を促すことができる。

イ 研究の内容・方法

該当教科 SSH理科課題研究

対象生徒 普通科３年理系生徒 ５学級

実施場所 本校 各実験室およびPC室

体育館

実施内容 事前にクラスごとで研究をした

い科目を物理、化学、生物、数学

の中から選択した。科目ごとにMI

（マルチプル・インテリジェンス）

による班分けをした（数学は原則

個人研究）。仮説の設定および実

験計画(２時間)、実験（５時間）、

中間発表準備(１時間)、中間発表(１時間)、追実験(４時間)、レポー

ト及び発表準備(４時間)、発表会(２時間)、振り返り(１時間)

ウ 検証（成果と反省）

事後アンケートの結果（グラフ１）から、課

題を発見する力や仮説を設定する力の向上を感

じた生徒が多く、一定の成果が見られた。また、

実験データの分析において、誤差の原因や程度

について考察する力については、より多くの肯

定的意見が得られた。課題研究の一連の流れの

中で、中間発表での発表・質疑を経験したこと、

それらを踏まえて追実験を重ねたことから、こ

ういった力の向上が見られたと考えられる。発

表に際しては、肯定的な意見は多いものの、他

と比べると割合が低い傾向が見られた。しかし、

後述するように、他のアンケート結果では発表について、比較的順調に進んだとい

う解答が多かった（グラフ２）。発表用のポスター作成や、発表内容の準備を、一

中間発表の様子

実験の様子

全体発表の様子



部の班員が作成し、最後に全員

で共有するといった活動の様子

が見られたので、このような結

果になったと推測できる。

グラフ２を見ると、実験研究

の実施や、結果の分析は比較的

順調に進んだようである。しか

し、グラフ３で苦労したと解答

する生徒も多く、班ごとの研究

テーマにより、この段階で躓く

かどうかははっきりと分かれる

のではないかと考えることがで

きる。

同様に、グラフ３を見ると、

課題の設定で苦労した生徒が多

くいることがわかる。しかし、

これもグラフ２で順調に進んだ

という生徒も一定数いるため、

これもテーマが上手く設定でき

るか、班ごとのばらつきが大き

いと考えることができる。

以上より、グラフ４を見ると、

前述の班ごとのばらつきはある

ものの、全体としては、課題の

設定、実験・研究の計画に苦労

した生徒が多くいるとわかる。

よって、来年度に向けて、課題

の設定や実験・研究の計画につ

いて、指導方法を改善していく

と、生徒達がよりスムーズに課

題研究に取り組める。

今年度は、最終の全体発表会

を、体育館を使用し、ポスター

発表の形式で行うように変更し

た。昨年度までは各実験室、講

義室での口頭発表を実施してい

たが、生徒達が聞くことのでき

る発表の数が限られてしまい、

質疑応答の時間も十分にとるこ

とができなかった。それを踏ま

えて、今年度はポスター発表の

形式をとることで、発表時間を

確保し、質疑応答も行いやすく

することができた。さらに、２

年生の理系選択者も発表会に参

加させ、来年度へのイメージを
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課題研究をすすめる上で、あなたから見てうまくできた、

あるいは順調に進んだと感じたのは次のどの段階か。
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課題研究をすすめる上で、あなたから見て苦労した、

あるいはうまくできなかったと感じるのは次のどの段階

か。（複数回答可）(人)
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グラフ２ーグラフ３の結果(人)
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（１）学習した事柄や身近な事柄から問

題・課題を発見できるようになった。

（２）問題・課題に対して自分なりの仮説

を立てられるようになった。

（３）実験や実習の結果に誤差等があれ

ばその原因やその程度について考える

姿勢が身についた

（４）実験・実習や考察の内容や、そこか

ら得られる結論の要点を、まとめて相手

にわかりやすく伝えることができるように

なった。

はい 大体そうである あまりそうではない いいえ （％）



持たせるように指導した。１つの会場内で同時に約300人が活動する非常に大規模な

活動にすることができ、活気ある良い発表会になった。来年度以降も継続して実施

していきたい。来年度は、今年度の３年生の最終発表を見た生徒たちの集団である

ので、最後まで見通しをもって研究に取り組めて、より良い研究が多数見られるこ

とが期待できる。

さらに、昨年度までは振り返りは個人で実施するだけであったが、今年度は各実

験班で、班としての反省を行うように指導した。課題研究の各段階（課題の設定、

実験の計画・実施、結果のまとめ、発表）における班としての反省や、課題研究に

対する、各個人の優れた取り組みの振り返りを実施した。

また、今年度は、昨年度までの経験を生かし、指導に必要な教材、指導の全体の

流れがわかりやすくなるように、指導マニュアルを作成した。教員間で課題研究指

導の共通認識を持てるようになった。しかし、昨年度から継続して使用している「課

題研究実験ノート」との整合性がとれていない箇所もあった。来年度に向けて、教

材及び指導マニュアルの整備をし、より良い指導法を共有できるようにする必要が

ある。

生徒の感想から

・得られたデータの分析をすることが上手くなった。また、より正確なデータをとるための実験方

法の工夫ができた。

・予想と違う結果が得られたときに、次の仮説を立てることが重要だと気付いた。

・２年生のときは、あらかじめ与えられたテーマで実験内容のみを考えるものだったが、３年生に

なって、、テーマから自分で考えるとなると、先のことまで考えて設定しなければならないので

大変だと思った。

・１年生の最初はあまりデータを得ることができず、信憑性の低いデータであったり、仮説が緩か

ったりして、具体的で詳しい結果を得られなかったが、学年が上がるにつれ知識が増えて研究方

法をより精密にできるようになった。また、仮説を立てるのも、多くの切り口から考えることが

できた。

・生物では個体差が大きく、実験を組み立てることの難しさを知ることができた。また、自分たち

で実験方法も考えて、道具も１から用意して、筋道をたてて実験することの大変さを学ぶことが

できた。

・実際に実験をするときの道具の滅菌といった準備や、結果のデータを正確にとることの大切さ、

そしてその想像以上の難しさを知ることができた。


